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金融行政上の課題

本事務年度の主な実績

○ 生命保険会社の営業職員チャネルは、長年にわたり販売チャネルとして定着している一方、依然として金銭詐取問
題をはじめとする事案が継続的に発生しており、実効性のある管理態勢を整備・確立していくことが課題。

顧客本位の業務運営（営業職員管理態勢の高度化）

➢ 生命保険協会は、2023年２月、会員各社が営業職員チャネ
ルのコンプライアンス・リスク管理態勢の更なる高度化を図
るにあたっての考え方に関する原理・原則や取組例等につ
いて、「営業職員チャネルのコンプライアンス・リスク管理態
勢の更なる高度化にかかる着眼点」として取りまとめ・公表 。

➡ 生命保険協会において実効性のあるフォローアップを行うとともに、

各生命保険会社における本着眼点を踏まえた積極的な取組みが求

められる。

➢ 営業職員チャネルを主な販売チャネルとしている生命保険
会社を対象として、営業職員管理に関する内部監査モニタ
リングを実施。

➡ 一部の社において、不正行為の防止や早期発見の観点での予兆に

関するモニタリング等に課題があることや、内部監査部門もそうした

課題に対して改善に向けた提言等を行っていないことを確認。

（出典）生命保険協会

＜営業職員チャネルのコンプライアンス・リスク管理態勢の更なる高度化にかかる着眼点＞

2023年 「保険モニタリングレポート【概要】」より抜粋
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生命保険協会における取組①

「営業職員チャネルのコンプライアンス・リスク管理態勢の更なる高度化にかかる着眼点」より抜粋

不適正事象の（予兆）把握時の対応
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生命保険協会における取組②

人事・報酬（表彰）制度

「営業職員チャネルのコンプライアンス・リスク管理態勢の更なる高度化にかかる着眼点」より抜粋
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